
雇用状況、 変わりなし
Employment status: no change

David DeWitt Boggs
デイビッド・デュウィット・ボッグズ
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デイビッド・ボッグズは、 家族とともに、 
米国、 カリフォルニア州、 

ウォルナットクリークに住んでいる。
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昨年来、 アメリカ経済と、 それが世界に及
ぼす影響について、 多くのニュースが流され
ている。 仕事は減り、 食費やガソリン代が確
実に上昇するなか、 多くの人がなんとかやり
くりして、 奮闘している。 もし、 自分の物質的
な資産のみに目を向けるなら、 この現状は、 
気のめいるものであろう。 しかし、 私が自分
の人生で経験してきたように、 すべての備え
の源を、 神、 すなわち霊に頼るなら、 失業や
欠乏、 下降を、 避ける道があるのである。

数年前、 好景気に沸いていたとき、 私は
同僚と、 勤めていた事務用家具の販売会社
を買い取った。 最初の２年間は、 増えゆく需
要に応えてゆくのに精一杯で、 私たちは会
社を買い取った自分たちの英断を、 祝福し
あった。 しかしほどなくして、 景気が冷え始
めた。 多くのインターネット企業が、 立ち行
かなくなっていた時である。 多くの企業の株
価は下落し、 政府機関は予算が赤字になっ
ていることを報告し始めた。一時解雇の増加
や、 失業率の上昇についても報道されてい
た。 そしてさらに、 半年間のマイナス成長の
のち、 アメリカ経済は、 景気後退と定義せざ
るを得ない状況に入っていた。

聖書とキリスト教科学の教えを学ぶ生徒
として、 私は、 神の力に頼る恵みの証拠を、 
自分の人生で繰り返し体験してきた、 また、 
他の人々の人生においても、 神の守りが示
されることを見ている。 そこで、 今、 直面して
いるこの経済の下降は、 私にとって、 神はす
べての人を加護するという、 信頼を深める機
会であることに気づいた。 私は、 神はすべて
であるから、 神自身のみを意識している、 と
いう事実を認めることから始めた。 すべて
善なるものの創造者として、 神は何にも欠
けることはできず、 ただ神の豊かな本性と
創造のみを認識しているのである。 聖書は、 

「神は自分のかたちに人を創造された」  
（創世 1：27） と述べている。 霊の映像、 ま

た似姿として、 私たちの真の身分、 構造、 実
質は、 実際に、 霊的なのである。 そして、 そ
れゆえに、 私たちはみな、 神の豊かさと変わ
らぬ加護を経験することができるのである。

このように祈っていると、 我々の事業の将
来について、 ある程度、 平静に考えることが
できるようになった。 しかし、 まもなく、 心配
が再び考えをよぎり始めた。 顧客のひとつが
倒産を申請したため、 代金を踏み倒され、 今

まで以上に不安になったのである。 それから
何ヶ月間というもの、 会社を経営する喜びが、 
恐れに変わってしまった。 というのも、 事業の
低迷に対処するため、 仕事を変える必要があ
る、 という共同経営者の予測が、 現実味を帯
びてきたからである。 しかし、 私は、 自分には
選択することができることを知っていた。 私
は、 考えを、 恐れや疑いに支配させてしまう
か、 それとも、 経済について、 またその経済
のなかで我々が与えられている場や目的につ
いて、 神が知ることが真実であることを、 理解
するように努力できるのであった。

ある晩、 車で家に向かいながら、 頭に浮
かんだある考えについて、 深く考えていた。 
サンフランシスコとオークランドを結ぶ橋を
通りながら、 サンフランシスコの素晴らしい
地平線に目を奪われた。 沈む太陽が放つ金
色の光が、 オフィスビルを縁取り、 あたかも
金色の幕で都市を覆っているようだった。 私
の視野に映るものは、 すべて静寂だった。 
霊感に満たされて、 私は神に心を向け、 私
への、 また私の事業への、 神の抱擁と神の
加護が感じられるように、 またそれが理解で
きるようにと願った。
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即座に、 次の考えが示された、 つまり、 こ
の事業を買う機会は、 祈りに基づいて示さ
れ、 愛に満ちた父の指示に頼って、 導かれ
たものだった。 私は詩篇の次の一節を思い
出した：「主よ、 あなたのみわざはいかに多
いことであろう。 あなたはこれらをみな知恵
をもって造られた. . . あなたが霊を送られる
と、 彼らは造られる。 あなたは地のおもてを
新たにされる」 （詩篇 104:24, 30）。 私たち
みなが持っている善は、 神が創造し、 神が守
り、 神が命じたものである。 私は自分に尋ね
た： 「霊が、 枯れ果てたり、 失速したりできる
だろうか？」　そんなことは、 起こるはずがな
かった、 なぜなら、 霊は果てしなく、 限りな
いものだからである。 霊のみが存在する、 そ
れは神は無限だからである。 私は、 我々の
事業を、 この真理の光の中で見ることができ
るように、 熱心に願った。 私は父に、 恐れを
捨て去ることができるように助けてください
と頼んだ。 私は神に、 神の視野を示してくだ
さいと頼んだ。

私が受けた答えは、 質問になっていた。 
「何が変わっているのか？」　これには、 び
っくりした、 私はまず、 明白なものを挙げて
みた。 経済は以前ほど強くない、 仕事も以
前ほど忙しくないなどと。 そこで、 私は、 心
に浮かんだある聖書の物語、 イエスがラザ
ロを死からよみがえらせた物語に合わせて
考えてみた。 その死は、 そばにいる人々に
とって現実のものだった。 そしてもし、 イエ
スが墓に近づいたとき 「何が変わっている
のか？」 というあの質問を向けられたら、 イ
エスは何と答えただろうか、 と思った。 イエ
スの答えは心を打つものだったにちがいな
い。　　

家に帰ってから、 メリー・ベーカー・エデ
ィは、 この聖書の記述をどのように説明して
いるだろうかと思い、 『科学と健康』 を開い
てみた： 「もし、 イエスが、 ラザロは肉体の
中に生きていたとか、 死んでいたとか信じて
いたのならば、 師イエスはラザロの肉体を
葬った人々と同じ信念の次元に立っていたこ
とになり、 彼があの肉体を生き返らせること
はできなかったはずである」 （p. 75）。

神が全能であることを理解していたの
で、 イエスはラザロが死んでいないことが
分かっていた。 彼は言った： 「わたしたちの
友ラザロが眠っている。 わたしは彼を起しに
行く」 （ヨハネ 11:11）。 まわりの人々が、 イ
エスの言葉を誤解したので、 彼らの理解の
レベルに合わせて、 話さなければならなか
った。 そこで、 「イエスは、 あからさまに彼ら
に言われた、 ラザロは死んだのだ」 （ヨハネ 
11:14）。 しかし、 彼は、 ラザロについて、 本
当は何も変わっていないことを知っていた。 
イエスは、 彼の父の本性を明白に理解して
いたので、 神が自らの息子や娘たちを、 完
全に霊的に創造したこと、 死滅性に影響さ
れず、 死に支配されないように創造したこと
を理解していたので、 ラザロを墓から甦らせ
ることができたのである。 使徒パウロも、 説
教をしているときに、 ユテコという名の若い
男が、 ３階の窓から落ちて、 死んだ様子だっ
たとき、 この同じ真理を認識していたに違い
ない。 パウロは言った： 「騒ぐことはない。 ま
だ命がある」 （使徒行伝 20:10）。 そして彼は
ユテコを生き返らせた。

そこで、 私は自問した、 「経済が速度を変
え、 失速し始めたとき、 神は何をしていたの
だろうか？」　同じことをしていたに違いな
い、 つまり神は、 変わりなく、 彼の子らみな
を支え、 また与え続けていたに違いない。 神
が変わる、 つまり失速したり、 切り詰めたり、 
あるいは加速さえして、 速度を操ろうとする
ということを認めることは、 神は人間の条件
に支配され、 彼の創造の永遠性に符合しな
いと認めることになってしまう。 創造者が、 
自らの完全性以下であり得ようか？　それは
真実であり得ず、 そうだったこともあり得な
い。 我々が事業を買い取ったときに、 神がそ
うであったと同じように、 神は、 このときも、 
力強いのである、 そして私は、 この力の働き
を信頼し、 その証拠を見つめていることがで
きるのだった。

私が、 自分の制限された見方と、 それに
ついてくる恐怖や疑いを、 神の創造と、 神の
加護し導く、 広がりゆく感覚に置き換えてゆく
と、 経済状態に対する不安が少しずつ薄れて

いった。 毎日、 少しずつ、 事業の成功に対し
て、 自分に個人的責任があるという限られた
感覚を捨てて、 神の間違いない指針や導き
に委ねることが、 安心してできるようになって
いった。 会社は、 一歩一歩、 前進してゆき、 こ
れまでにないほど活発になり、 新たに人を雇
い、 新たにサービスを広げて行った。 そして、 
その活動は、 今日もなお続いている。

神の経済について、 より良い理解を垣間
みようと祈っていると、 神の善の供給は、 常
に適正な需要に等しいことを見いだした。 も
し、 神がすべてを創ったのならば、 私たち
の生活や職業は、 すべて、 神の管轄と守護
の下にあることが道理である。 聖書の中で、 

「ヤコブの手紙」 の著者は、 「あらゆる良い
贈り物、 あらゆる完全な賜物は、 上から、 光
の父から下って来る。 父には、 変化とか回転
の影とかいうものはない」 （1：17） と述べて
いる。 我々の仕事は、 この不変の導きに頼
り、 それを日々の生活の中で現すことなの
である。  
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